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主な研究内容スタッフ

1.⼀般住⺠を対象とした研究（CIRCS研究、東温スタディ、
⼩学⽣における睡眠呼吸障害と不注意・多動に関する疫学調査）
2.職域集団を対象とした研究（就労⼥性を対象とした睡眠呼

吸障害に関する研究、健康起因事故防⽌のための実証的研究と防⽌
対策の普及開発研究、東京電⼒福島第⼀・第⼆原⼦⼒発電所におけ
る産業保健に関する研究、医師の働き⽅改⾰に関する研究）
3.その他（治療と就労⽀援、国際保健政策と国際協⼒等）

担当教授 ⾕川 武

2020年9月1日現在

「⼈⽣における意味や⽬的」が循環器疾患の発症リスクを抑
制する
〜 英国公務員の5年間にわたる⼤規模縦断調査で明らかに 〜

順天堂⼤学医学部公衆衛⽣学講座の野⽥愛特任准教授、⾕川武教授らの
研究グループは、英国ロンドンで働く公務員を対象とした⼤規模な縦断
研究*1のデータを⽤いた調査分析により、ポジティブな⼼理状態（学術
的に「⼼理的ウェルビーイング*2」と呼ばれる）の要素である「⼈⽣に
おける意味や⽬的」と循環器疾患の発症リスクとの関連性を分析し、⾼
齢男性においては、⼼理的ウェルビーイングによる動脈硬化の抑制効果
が認められること、さらに、5年経過後も効果が持続することがわかり
ました。本研究結果により、⼈⽣における充⾜感や充実感といった⼼理
的ウェルビーイングのレベルを⾼めることが、⼈⼝の⾼齢化が進む現代
社会においての循環器疾患予防に役⽴つと期待されます。本研究は、⽶
国の医学雑誌「Hypertension」（2020年７⽉13⽇付）に掲載されま
した。
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Research HighlightsStaff

 1.Community-based Epidemiological Study
(CIRCS, The Toon Health Study, Sleep Study on Child's SDB and 
Behavioral Problem)

 2.Epidemiological Study of Occupational Health
(SDB in Working Women, Health-related Accident Prevention in 
Professional Drivers, the Fukushima Nuclear Energy Workersʼ Support 
Project study, Study on the Work Style Reform for Japanese Physicians)
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Summary
In older men, higher levels of eudaimonic
wellbeing were associated with lower long‐term 
levels of arterial stiffness. We found no 
significant associations of affective wellbeing 
with PWV and no associations among women. 
The pattern of association between positive 
wellbeing and cardiovascular health outcomes 
involves eudaimonic rather than affective 
wellbeing and is sex‐specific.

Psychological Wellbeing and Aortic Stiffness: Longitudinal Study 

Ikeda A, et al. Hypertension, 2020 
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医学．2020︔62(1)︓39-48．

和⽂総説 7 和⽥裕雄,⾕川武, ひとくちメモ　睡眠呼吸障害と運転のリスク, ⽇本医師会雑誌, 2020︔149(2)︓272．

和⽂総説 8 和⽥裕雄,⾕川武, 睡眠の諸問題̶連載を終えるに当たって, 公衆衛⽣, 2020︔84(7)︓480-484．

区分 番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 国際共同

和⽂著書 1 遠藤源樹,治療と就労の両⽴⽀援ガイダンス, 東京︓労務⾏政研究所, 2020

和⽂著書 2 湯浅資之,グローバルヘルスに⾼齢化⽀援を,  ⽇本国際保健医療学会ニュースレターVo13, 2020

和⽂著書 3 湯浅資之,第14章　国際保健．In︓辻⼀郎, 吉池信男編, 健康・栄養科学シリーズ　社会・環境と健康　改訂第6版．東京︓南江堂, 2020

和⽂著書 4 和⽥裕雄,⾕川武,CQ 3︓SAS、CSAの疫学, In︓睡眠時無呼吸症候群（SAS）の診療ガイドライン作成委員会編,睡眠時無呼吸症候群（SAS）の診療ガイドライン2020, 東
京︓南江堂, 2020



区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 ⼤沼美智⼦,友岡清秀,地域住⺠における良導絡と⾎圧との関連︓東温スタディ,第71回⽇本良導絡⾃律神経学会,東京,2020年２⽉9⽇

国内学会発表 2 和⽥裕雄,⾕川武,⼩児における睡眠呼吸障害の疫学,第33回睡眠呼吸障害研究会⽿⿐咽喉科部会,東京,2020年２⽉19⽇

国内学会発表 3 市橋美幸,⼤⽮祐司,⿅⽑佳⼦,⾕川武,睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査受診推奨の取組みと課題,第93回⽇本産業衛⽣学会,旭川（Web開催）,2020年5⽉13⽇-16
⽇

国内学会発表 4 遠藤源樹,治療と就労の両⽴⽀援のIoT/AIシステムの開発,第93回⽇本産業衛⽣学会,旭川（Web開催）,2020年5⽉13⽇-16⽇

国内学会発表 5 ⼤貫慧介,友岡清秀,佐藤准⼦,崎⼭紀⼦,和⽥裕雄,国松志保,⾕川武,職業運転者における視野障害と交通事故との関連,第93回⽇本産業衛⽣学会,旭川（Web開催）,2020
年5⽉13⽇-16⽇

国内学会発表 6 佐藤准⼦,友岡清秀,池⽥愛,和⽥裕雄,⾕川武,残業時間と職業性ストレス簡易調査票による⼼⾝のストレス反応との関連,第93回⽇本産業衛⽣学会,旭川（Web開催）,2020年
５⽉13⽇-16⽇

国内学会発表 7 和⽥裕雄,シンポジウム「アレルギー・免疫毒性における⽪膚と呼吸器の接点からの新展開」環境曝露が⽪膚と気道に及ぼす影響,第93回⽇本産業衛⽣学会,旭川（Web開
催）,2020年5⽉13⽇-16⽇

国内学会発表 8 ⼤⽥梨紗,丸⼭広達,吉村幸雄,岸⽥太郎,友岡清秀,⾕川武,⻫藤功,リグナン摂取量と⾎清脂質との関連︓東温スタディ,第74回⽇本栄養・⾷糧学会⼤会,仙台,2020年5⽉15⽇-
17⽇

国内学会発表 9 松崎有紗,丸⼭広達,友岡清秀,⾕川武,⻫藤功,就寝前の⾷⾏動の変化と軽度認知障害との関連︓東温スタディ,第74回⽇本栄養・⾷糧学会⼤会,仙台,2020年5⽉15⽇-17⽇

国内学会発表 10 宮崎さおり,丸⼭広達,友岡清秀,⾕川武,⻫藤功,咀嚼時唾液分泌量と運動機能低下との関連︓東温スタディ,第74回⽇本栄養・⾷糧学会⼤会,仙台,2020年5⽉15⽇-17⽇

国内学会発表 11 ⽥島朋知,野⽥愛,和⽥裕雄,重村淳,⾕川武,東⽇本⼤震災による事故直後の就業状況が及ぼした福島第⼀原⼦⼒発電所職員のPTSR及び⼼理的苦悩への影響の4年間の追跡
結果,第79回⽇本公衆衛⽣学会総会,京都（Web開催）,2020年10⽉20⽇-22⽇

国内学会発表 12 猪川（湊）聡美,丸⼭広達,友岡清秀,⾕川武,⻫藤功,出⽣体重およびお腹いっぱい⾷べることと肥満との関連︓東温スタディ,第79回⽇本公衆衛⽣学会総会,京都（Web開催）,
2020年10⽉20⽇-22⽇

国内学会発表 13 和⽥裕雄,社会医学系専攻医・専⾨医・指導医のつどい（指導医講習会）「社会医学系医師の育成・確保に関する研究について」,第79回⽇本公衆衛⽣学会総会,京都（Web開
催）,2020年10⽉20⽇-22⽇

国内学会発表 14 和⽥裕雄,シンポジウム「いま、社会医学系医師を考える」公衆衛⽣等の社会医学系分野で活躍する医師の育成・確保に向けて,第79回⽇本公衆衛⽣学会総会,京都（Web開
催）,2020年10⽉20⽇-22⽇

国内学会発表 15 和⽥裕雄,シンポジウム「睡眠と健康を考える」睡眠呼吸障害と健康,第79回⽇本公衆衛⽣学会総会,京都（Web開催）,2020年10⽉20⽇-22⽇

国内学会発表 16 湯浅資之,世界とつながる持続可能な⾼齢化対策,グローバルヘルス合同⼤会2020,⼤阪（Web開催）,2020年11⽉1⽇-3⽇



国内学会発表 17 友岡清秀,⾼橋裕樹,⾆画像の定量的評価ならびに健康情報との関連に関する研究．順天堂⼤学・星薬科⼤学・電気通信⼤学三⼤学合同フォーラム,東京（Web開催）,2020年
12⽉9⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む） 1 遠藤源樹, がん患者の就労継続及び職場復帰に資する研究, 厚⽣労働科学研究費補助⾦「がん患者の就労継続及び職場復帰に資する研究」総合研究報告書, 2020

その他
（広報活動を含む） 2 湯浅資之, ⽩⼭芳久, JICAボリビア国オルロ県⺟⼦保健ネットワーク強化プロジェクト活動報告, JICAボリビア国オルロ県⺟⼦保健ネットワーク強化プロジェクト業務完了報告書, 2020 ○

その他
（広報活動を含む） 3 Yan Y, Zhang H, Gao W, Liu D, Endo M, Deshpande GA, Uehara Y, Watanabe D, Yoshikawa S, Mizushima A. Current awareness of palliative care in

China. Lancet Glob Health, 2020; 8(3): e333-e335 ○

その他
（広報活動を含む） 4 川島義⾼, ⽶本直裕, 稲垣正俊, ⼭⽥光彦, ⼀般救急医療を受診した⾃殺未遂患者の特徴．⾃殺予防と危機介⼊, 2020︔40(2)︓43-46

その他
（広報活動を含む） 5 ⻄⽥良⼦, 巻頭特集 ; 世界のセクシュアル ･ リプロダクティブ ･ ヘルス / ライツ, ⽬で⾒るWHO, 2020︔73︓2-5
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